
69.彦根市妙楽寺遺跡、の

木製品

1.はじめに

ヨド遺跡i立、彦線市Blr町三子妙栄三手の西側に広がる水

困地帯に位留し、従来より土問i然 ・須怒若手等の遺物散

布が確認されていた。

昭和55年度のほ場整備事業によワ掘削を受ける水路

部分について、 4月10日より j約2ヶ月間を袈して欄査

を笑施した。

その給来、弥生時代後期から平安時代後期の各時期

にわたる君事跡 ・土拡跡 ・掘立柱建物跡が検出され、そ

れに伴う遺物心多数出土した。

現夜、造物等を整理中であり、今回は怒恐終了した

弱:生時代後期後半の構跡出土の木製品について紹介し

fよい。

2.造物について

ここで紹介する木製品は、鋤 2点 ・鍬 l点 ・紡純泉.

2点 ・砧状木製品 l点 ・用途不明品 1点の計7点であ

る。

鋤 1 身と柄を別フドで作り、組み合わす予告柄鋤で身

のみがiit存する。身の現存jir..k:反24.7師、幅14.2cm、

厚きl.lcmを計り、全体に縦長でやや反りを持ち、身

と柄を問主主するための箔柄軸と柄孔をつくり出してい

る。渚柄輔の断荷は台形又l主主幹同形を示し、長さ 5.9

cmで、先端には柄との装着を有効にするための俗起を

削り出している.柄孔{ま長方形を皐し、縦 6.0cm・被

2.5cmで、身に対して約40・の角度で、刀子状のもの

で鋭〈穿たれている。下簡の身と務柄軌との間には、

経〈殺を設けている。

錦 2 柄の部分が欠損しているために、長柄鋤か務

柄鋤か不明である.身の現存最大長26.2師、鰯 8.1師、

j享さ1.5cmを計る。身l;t狭長で縮の 3倍以上を.1i!する.

Ji11:t、現者E丸〈なっているが製作当初は、角張ってい

たものと考えられる。柄叉l;t椛柄粘から身にかけては、

金〈反りを持たず直線的で、先端部にいくに従ってiW

〈仕上げる.柄又Ij，務柄紛の断商はほぼ方形を霊し儒

2.7師、厚き1.5cmであり、長さ 4.9仰を現平子する。

柄又は帯構車由(身より 1cm絞め位置~)に級で縛ったよ

うな痕星第をとどめる個所がある。
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位置図 I : 25000 

鍬 1 舟形5提起を有する鍬で一宮~柄が遺存する。材

質はカシ.身の現存最大長25.8cm、中高8.2cm、厚き2.7

cmを計る。身の形状Il、頭部が丸〈、帽 ・厚みを減じ

ながら先端部に及ぶ。先端部の機断面i主、台形である。

舟形g提起I立、通告部のみを巡存し、身の頭部先鍬よりや

や下から削リ出されている。形状l:t、上端が丸〈下織

が三角形を呈する。中央部には、直後3cmの柄干しが約

70.の角度で穿たれている.柄干しには、柄の一部が残

存しており柄の直径は、柄孔ょっやや小さめである。

舟形突起の獲蘭孤部には、厚さ 1.lcm、長さ 3.2cmの

段を有する。

紡織具 1 布巻呉(ちまき)あるいは、経巻兵(ち

きり)に考えられる木製品て¥ほぽ完形品である。会

長74.6cm、m:径:2 cm緩の納長い彬の間2績を一方向から

切り込みを入れて、突起を削り出す。さらに、両端の

一部を切り込み、商取りする。このため突出器Bの断面

i立、。形を示す.

紡織具2 ー織を欠損しているが 1と問機の形態を

示すと考えられる.現存長は50.4cm、直後 1.7cmであ

る.突起の削り出しは 1と若干異なり 2方向から切り

込みを入れる。よって断面も 1と途ぃ円形を墨す。 2

1まlと上位車交してやや小怒りである。

1 . 2いずれも糸の披露支などの使用伎は認められな
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妙楽寺遺跡出土の木製品
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E占状木製品 /J、
~のE占状木製品で

全長11.6cm、槌部

のm:径 2.3cm、柄

部の直径 1.7cmを

計る。健部と柄と

の境は、余り明瞭

でなくゆるやかに

仕上げてある。鎚

混le柄部の長さは、

ほほ問ーである。

柄の先端は低い突

起を削り出してい

る。槌部及び柄昔日

のま満面やその廃問

に朱が愈られてい

るが(図のアミ部)、

彩色が全面に施さ

れていたかどうか

については明らか

でない。

用途不明品 会

長22.9師、幅 2.5

師、厚さ 1.5cmを

昔十る木製品である。

。 5 cm 前織は丸〈、側面

にはこヶ所の切り

込みがみられた.

この切り込みは、

刀子状のものでされたと考えられる。上前の片方には、

70.水口町峰道 1号古窯跡

出土の造物について

本書事跡は先~灰原の一部が鯛獲された春日山の事jl古

縁跡閉め北側に存在し、灰原の状態から二基が併存す

ると考えられる絞剰1の省高慢Eかである。詳細li後報に綴

ワ遺物について概述する。

採集した遺物に線利iは少なく、その90%は礎陶であ

る。級制l主席IJ毛主主で、二次の焼成によ 1 三叉トチン

を用いている。

者ま磁t立大小の境、鉢、皿、耳皿、段皿、盃、夜、長

綴紙、小型雪絶望事がある.形態lま圏各々骸期の陶務と問機

の形態につくるが、務内商に凹線を施す例が大部分で

ある.高台は低〈、外周で核地し、向地面に回線をつ

ける近江特有の荷台である。その他各総種に総花を施

す例が多〈、指によるものやへラによるもの各殺ある

長さ 8.5cm、深さ 6mmの紛円形の挟りが夜、められる。

使用目的については鳴らかでない。

3.まとめ

以上、弥生時代後期後半の潟出土の木製品について

概観してきたが、小稿の総ぴに当って二 ・三気付いた

点について述べておきたい。

鋤 1I主、遺存状態から未完成品とは考えにくく、草

津市怠都中遺跡(註1)・長浜市鴨図遺跡(註2)出土の

同形態の鋤とは、柄孔に得入した柄を受けるための譜

柄調理がない点で呉なり新資料となりうるものと恩われ

る.絡橋方法は解らない.鍬は、側茄に明.ji(gな加工事支

が見出せないため、広鍬か狭鍬かあるいは、広鍬を狭

鍬とし再利用したものか不明である。又、柄の援活方

向も舟形突起の方向か、その要HIiiの方向に e1)つくの

か、柄の材質が、非?告-に軟らかく摩滅が激しいため不

明であるが、やはつ身と柄孔との角度からみても舟形

突起の裏萄i方向にとりつくと湾・えた方が妥当であると

忽われる.最後に砧状木製品であるが、小型で朱を絡

してあることなどから、実用品でなく祭犯周に使用さ

れたと考えられる。この様な類例{阜、若干時期が異な

るが古墳時代の石製楳遺品の中にみることができる.

(註3) (北川浩)

位(1)大橋僧弱:・谷口微 r若草津市志郷中遺跡の井戸 2

例J(滋賀県交化財保護協会) r滋賀文化財だより

14J 

註(2)中谷雅治ほか r国道8号線長浜バイパス関巡遺

勝間釜報告嘗IlJ (滋賀県教育委員会1973)

註(3)r1!t界考古学大系ffiJ (平凡社)群馬県稲荷山

古墳出土の活石製杵がある。

が指による例が圧倒的に多い。耳血lま単純に1f部を折

り返したものである。それらの総の成形{立大小の総績

を問わず粘土ヒモの悠き上げによっており、台からの

切り離しは回転糸切りによっている.重差形iま横ナデが

主体で、大裂の椀・鉢害事の著~iF磁でli、ヘラケズリを行

っているものもある。大型の裂は外部に平行の、内ifii

に菊花状のDPき目がみえる.その他線道具として三叉

トチン、総合、強形兵等が出土している。

以上の線形、手法等の特徴や、段lsl、耳瓜の退化し

た形態から考えて、春日山の神古総跡出土の級車山ある

いは無制陶緩めうら新しい期のものと問機に、それら

は0-53期の、平安時代後期のものと考えられる。

(松沢修)

註 1 丸山竜平、山口利彦「容日山の神古祭跡調査

報告.J('滋賀県文化財調査年報J1975年、滋

賀県教育委員会)
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崎道 1号古書官E隊出土漬物実測図 Z Iま縁粕で他li施輪前のもの 151孟 2~繍'*
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